
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
岡山県　赤磐市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

209.36 211.61 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 44,303

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 該当数値なし 64.10 102.06 2,948 28,355 7.78 3,644.60

平成１８年度に２つの浄化センターを統廃合した。
管渠については、一部について、カメラ調査等を行
い管渠更正を行った。今後の管更正等の計画は具体
的に決まっていないが、敷設から４７年を経過する
管が１２km以上あるため、今後、調査更正の必要が
ある。

2. 老朽化の状況

全体総括

平成２７年度に下水道使用料を８％増額改定し、収
入確保に努めているものの、今後、老朽管の改善も
必要となり、下水道未普及地区への管の延長等にか
かる経費もある。使用料改定後も適当な水準には達
していないため、数年ごとに経営戦略の見直しを行
い、適正な使用料水準や経費の見直しなどについて
検討することが重要であると考える。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

他会計繰入金が減少したにもかかわらず地方債償還
金の負担が大きいため収益的収支比率を圧迫した。
平成２７年度には、下水道使用料金改定による効果
が見られたが、本質的な改善には至っていない。
企業債残高対事業規模比率は類似団体は、比率が横
ばいにあるが、当市は上昇傾向にあり平均値の２倍
超と比率が高くなっている。これら２つの指標は、
使用料が適当な水準に達していないことが要因のひ
とつであると考えられる。
汚水処理原価は汚水処理費に増加が見られたものの
年間有収水量も増加したため低下傾向にあることが
考えられる。そのため、経費回収率も引き続き低下
傾向にあることが考えられる。
水洗化比率は、平均値を上回っているものの、施設
利用率は５割前後で推移しており、平均値の８割程
度にとどまっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.78】

【95.20】【58.98】【136.86】【100.91】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

供用開始から１７年経過しており、機械設備等につ
いては修繕対応しているが老朽化の傾向が見て取れ
る。汚水管渠は最も古いもので２０年以上を経過し
ている管が７kmある。

2. 老朽化の状況

全体総括

平成２７年度に下水道使用料を８％の増額改定し、
収入確保には努めているものの、収益的比率が１０
０％に届いていない状況である。使用料改定後も適
当な水準には達していないため、数年ごとに経営の
見直しを行い、適正な使用料水準や経費の見直しな
どについて検討することが重要であると考える。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

他会計繰入金が減少したが、地方債償還金の負担も
軽減したため収益的収支が改善された。
企業債残高対事業規模比率は類似団体は、低下傾向
にあり、当市も平成２８年度から低下傾向にある。
これら２つの指標は、使用料が適当な水準に達して
いないことが要因のひとつと考えられる。
経費回収率は横ばい傾向であるものの平均値の上昇
により、平均値を下回っている。
汚水処理原価は類似団体は減少に転じたが、昨年同
様に横ばい傾向にある。
水洗化比率は、平均値と同程度であり横ばい傾向に
あり、施設利用率は類似団体よりも低い３割程度で
推移している。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 該当数値なし 13.26 100.34 2,948 5,866 3.07 1,910.75

209.36 211.61 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 44,303

経営比較分析表（平成30年度決算）
岡山県　赤磐市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,209.40】

【83.36】【42.82】【219.46】【74.48】

【0.12】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
岡山県　赤磐市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

209.36 211.61 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 44,303

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 該当数値なし 1.82 101.99 2,948 807 0.30 2,690.00

供用開始から２０年以上たつ施設もあり、機械設備
等については修繕対応している。管渠についても２
４年以上経過しているものが約１．２kmある。

2. 老朽化の状況

全体総括

平成２７年度に下水道使用料を改定し収入確保に努
めているものの、収益的収支が１００％に届いてい
ない状況である。使用料改定後も適当な水準に達し
ていないため、数年ごとに経営の見直しを行い、適
正な使用料水準や経費の見直しなどについて検討す
ることが必要であると考える。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

地方債償還金の負担が軽減したが、他会計繰入金も
減少したため収益的収支が７６％となっている。
企業債残高対事業規模比率は類似団体は、比率が横
ばい傾向にあるが、昨年度よりは低いが当市は上昇
傾向にある。汚水処理原価は類似団体と２倍の差が
あり、経費回収率は平均値の半分を下回っている。
施設利用率は、類似団体の半分近く下回っている。
水洗化比率は、平均値を下回っており、今後の上昇
は期待できない。

2. 老朽化の状況について
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①収益的収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【747.76】

【85.82】【52.23】【261.46】【59.51】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


